
～各小学校運動会 ・中学校体育大会が開催～

がんばる 「積丹っ子」 に 歓声！ 　
５
月
下
旬
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
、
各
小
学
校
の

運
動
会
と
中
学
校
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
力
で
各
種
目
に
取
組
む
「
積
丹
っ
子
」
一
人
ひ

と
り
に
、
応
援
に
駆
け
付
け
た
父
母
や
地
域
の
皆
さ

ん
か
ら
は
熱
い
声
援
が
飛
び
、
児
童
・
生
徒
の
懸
命

な
練
習
の
成
果
を
出
し
切
っ
た
イ
ベ
ン
ト
は
、
地
域

を
あ
げ
て
盛
り
上
が
る
歓
声
の
絶
え
な
い
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

美国中学校（６月６日） 美国小学校（５月 30日）

日司小学校（６月７日）

野塚小学校（５月 24日）

余別小学校（６月７日）

　２年間の任期を終え、母国に帰国されたＡＬＴ（外国語指導助手）

イエン・コーカーさんの後任に、４月からアメリカ合衆国出身のアナ・

ローレス（Anna Rawles・27 歳）さんが着任され、美国中学校や町内

各小学校で英語の授業の教壇に立っています。

　アナさんは、先日札幌市で開催された YOSAKOI ソーラン祭りに香美

市との合同チームの一員として参加し、他チームの参加者にも積極的

に話しかけるなど、持ち前の明るく気さくな性格を活かして、交流の

輪をどんどんと広げており、これから町内で行われる様々な行事への

参加も楽しみにしていました。

　また、各家庭で設置されている IP 電話では定期的にアナさんによ

る「ワンポイント英会話」も実施されますので、是非ご覧ください。

　「積丹町はとても綺麗な町で気に入っています。」と、まちの印象を

話していたアナさん。町内で見かけたら気軽に声をかけてあげて下さ

いね！

新しい ALT （外国語指導助手）

アナ・ローレス さんが着任しました！
ア
ナ
・
ロ
ー
レ
ス
さ
ん
（
27
歳
）

▲
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人気マスコットＢ・Ｂが町内各地を訪問！

　北海道を拠点とするプロ野球チーム「北海道日本ハムファイ

ターズ」の人気マスコット「Ｂ・Ｂ」が球団設立当時の道内の

２１２市町村全てを巡り、各市町村の見どころや特産品などを紹

介する「２１２物語」の撮影が６月 17 日に町内で行われました。

　この日は神威岬や島武意海岸、黄金岬などの町が誇る名所のほ

か、美国市街地など町内各地で撮影を実施。通りかかった下校中

の児童や地域住民、観光客の方々も思いがけないＢ・Ｂとの遭遇

に、驚きと歓声をあげながら記念写真の撮影など交流を楽しんで

いました。

　今回撮影を行った映像は約４分間にまとめられ、７月に札幌

ドームで行われる試合※の 1 時間程前に札幌ドーム内の大型ビ

ジョンで上映される予定です。Ｂ・Ｂと地元住民のふれあいの様

子が納められた映像を見に、札幌ドームへ足を運んでみてはいか

がでしょうか？

北海道日本ハムファイターズ「２１２物語」

人気マスコットＢ・Ｂが町内各地を訪問！

　

６
月
18
日
に
後
志
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
主
催
に
よ
る
第
34
回

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
真
狩
村
で

行
わ
れ
、
積
丹
町
老
人
ク
ラ
ブ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
（
熊
本
和
子

代
表
）の
８
名
が
出
場
し
、
14
チ
ー

ム
中
第
３
位
と
好
成
績
を
残
し
ま

し
た
。

　

日
頃
の
練
習
で
培
っ
た
技
術
や

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
、
予
選

リ
ー
グ
を
２
勝
し
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
へ
進
出
し
ま
し
た
。

　

準
決
勝
で
は
惜
し
く
も
、
今
大

会
優
勝
を
飾
っ
た
強
豪
の
倶
知
安

し
て
切
磋
琢
磨
に
励
み
、
い
つ
か
優

勝
を
勝
ち
取
る
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

▲快晴の空の下、羊蹄山を背に賞状・盾を掲げる

　町老人クラブ協会チームの参加者８名

Ｂ
チ
ー
ム
に
10
対
14

で
敗
れ
た
も
の
の
、

３
位
決
定
戦
で
は
共

和
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

協
会
チ
ー
ム
と
対
戦

し
、
13
対
12
で
勝
利

を
納
め
、
見
事
に
３

位
入
賞
と
な
り
ま
し

た
。

　

同
チ
ー
ム
の
皆
さ

ん
に
は
、
町
の
元
気

な
高
齢
者
の
代
表
と

後
志
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
主
催
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

町
老
人
ク
ラ
ブ
協
会
が
第
３
位
に
入
賞
！

町
老
人
ク
ラ
ブ
協
会
が
第
３
位
に
入
賞
！

　
熊
本
　
キ
ミ
ヱ
さ
ん

　
中
野
　
　
悦
　
さ
ん

　
新
井
田
ミ
ツ
ヱ
さ
ん

　
新
井
田
　
明
美
さ
ん

　
福
井
　
久
美
子
さ
ん

　
熊
本
　
和
子
　
さ
ん

　
小
寺
　
　
猛
　
さ
ん

　
笹
山
　
ム
ツ
子
さ
ん

※上映が行われる試合日は IP 電話等でお知らせします。

　

大
会
出
場
メ
ン
バ
ー（
順
不
同
）
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　　　収納事務の委託について
　地方自治法施行令第１５８条第１項の規定により、次の者に積丹町地域情報通信基盤施設使用料収納事

務を委託したので、同条第２項の規定により告示する
　

　
平成２７年６月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　積丹町長　松　井　秀　紀
１．委託した者の氏名

　小泊・厚苫町内会長　　　　馬　場　龍　彦

　寺町自治会長　　　　　　　佐　賀　彦　正

　柳町会副会長　　　　　　　河　岸　利　幸

　浜町親睦会長　　　　　　　成　田　静　宏

　山岸町内会長　　　　　　　小　寺　　　猛

　西仲町内会長　　　　　　　千　葉　十四男

　中央町会長　　　　　　　　橋　場　政　男

　東浦町内会長　　　　　　　鎌　田　淳　史

　西浦町内会長　　　　　　　山　田　文　雄

　栄町町内会長　　　　　　　吉　田　眞　治

多茂木町内会長　　　　　　　奈　良　清　一

婦美町自治会長　　　　　　　酒　巻　　　徹

幌武意テレビ部会長　　　　　長　内　春　樹

入舸自治会長　　　　　　　　杉　山　　　賢

日司町自治会長　　　　　　　佐　藤　一　義

野塚町内会長　　　　　　　　海　田　一　時

来岸テレビ共同受信施設組合長　柏　崎　　　勝

余別自治会長　　　　　　　     能代谷　政　敏

神岬テレビ共同受信施設組合長　山　田　英　雄

２．委託期間

　平成２７年６月５日　～　平成２８年３月３１日

公　　表

　町まちづくり活動支援基金補助金による平成 27 年度助

成支援の第１次募集に３団体３事業の応募があり、５月

19 日に事業選定委員会が開催され、３団体３事業へ計１，

０６２万円の補助金の交付が決定されました。

　補助金の交付決定を受けた団体及び事業、交付決定額は次

のとおりです。

№
事　業　名

【申請団体名】
事　業　概　要

補助金要望額
（交付決定額）

１

後継者育成支援事業

【東しゃこたん漁業協同

組合美国地区浅海部会】

・漁業後継者の育成支援と
して、ドライスーツの購入
及び潜水技術向上講習の実
施。
・小学校児童を対象とした
水産教室や港内の海中清掃
活動への参加。

530,000 円

（530,000 円）

２
岬の市場積丹活性化事業

【岬の市場積丹】

・会員数の増加、運営体制
の強化。
・岬の湯積丹との連携を図
り、一体的な活気のある観
光地として地域づくり。
・販売機会・スペースを継
続的に確保するための活
動。

600,000 円

（600,000 円）

〇地域づくり支援事業（ソフト事業）

まちづくり活動支援基金補助金
平成 27 年度第１次募集：３団体３事業へ交付決定

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
在
職
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著

で
あ
る
方
に
贈
ら
れ
る
、
平
成
26
年
度
消
防
庁
長
官
表
彰
【
永
年

勤
続
功
労
賞
】
を
、
前
北
後
志
消
防
組
合
積
丹
消
防
団
第
４
分
団

長
の
中
村
重
昭
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
、
６
月
４
日
に
余
市
町
の
北
後

志
消
防
組
合
本
部
で
嶋
保
北
後
志
消
防
組
合
管
理
者
（
余
市
町
長
）

か
ら
表
彰
状
の
伝
達
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
度
受
賞
さ
れ
た
中
村
さ
ん
を
は
じ
め
、
日
頃
、
予
消
防
活

動
や
災
害
対
策
等
に
あ
た
ら
れ
て
い
る
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
に
心

か
ら
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

№
事　業　名

【申請団体名】
事　業　概　要

補助金要望額
（交付決定額）

１

　 ヤマシメ福井番屋

　 修繕工事

　【一般社団法人 

　　　やん集小道協議会】

まち全体に活気と賑わいを
取り戻すため、積丹町に残
存するニシン漁最盛期の歴
史的建造物の再生・活用を
進め、歴史的建造物の調
査、再生保存方の検討、修
復及びその活用や、ニシン
漁を中心とした地域文化の
発掘・保存・伝承等の事業
を行う。

9,490,000 円

（9,490,000 円）

〇まちづくり支援事業（ハード事業）

消
防
団
活
動
の
推
進
に
尽
力

中
村 
重
昭
さ
ん
（
日
司
町 

68
歳
）

消
防
庁
長
官
表
彰
受
賞

▲嶋北後志消防組合管理者から表彰状の伝達を

　受ける中村さん

～平成２７年度子育て応援事業を紹介～
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～平成２７年度子育て応援事業を紹介～～平成２７年度子育て応援事業を紹介～

　町では、平成 27 年度子育てスタート応援事業として、子育て世帯への経済的支援を目的に、

新生児が誕生した世帯に対し、育児関連用品・町有料ゴミ袋・保健指導用品等の贈呈と、子育て

世帯に対しての育児関連用品の貸出を実施します。

◆育児関連用品の贈呈

対　　　　象　：新生児の出生届出のあった世帯（出生後 60 日以内に申請を行ってください）

贈呈品の内容：①町商工振興会商品券、②町有料ゴミ袋（20L10 枚入 10 袋）

　　　　　　　③健康グッズ等育児関連用品

◆育児関連用品の貸出

対　　　　象　：新生児から就学前の乳幼児のいる世帯

貸出品の内容：①チャイルドシート（申請時に免許証の写しが必要）、②沐浴用バス、

　　　　　　　③ベビー体重計、④バスチェアー、⑤育児関連書籍、⑥育児関連ＤＶＤ

　申込みについては、申請書の提出が必要です。（印鑑持参）

　申請内容を確認し、貸出の可否の決定後、申請者へ通知を行います。利用期間終了後は、

速やかに清潔な状態にし、返却していただきます。

【申込み・お問合わせ先】　役場住民福祉課　℡４４－２１１３

一時預かり事業

　本年４月から子育て家族支援の一環として「一時預かり保育」を実施しています。

　保育所等を利用していない満６カ月から就学前のお子さんを、保護者の方の次のような事情により一時

的に保育が出来ない場合に、最大１カ月までびくに保育所でお預かりします。

●保護者の保育に欠ける事由

突発的短期就労、不規則な就労形態、職業訓練、就学、傷病、出産、介護、冠婚葬祭、災害や事故、

育児等に伴う心身的又は肉体的な負担の解消や軽減のため等。

●利用日時、 料金

・月曜日～土曜日　午前７時４５分～午後５時４５分（祝日・保育所の主要行事の日を除く）

・利用に係る負担金は、町民税の課税状況により、１回 1,000 円～ 2,100 円で、生活保護世帯は無料。

詳細についてはお気軽にお問い合わせ下さい！

【申込み・お問合わせ先】　びくに保育所　℡４４－２２５０

子育て世帯を応援します！

無償で１年間、希望時に随時、育児関連用品の貸出を行います。

（出生後 60 日以内に申請を行ってください）

贈呈品の内容：①町商工振興会商品券、②町有料ゴミ袋（20L10 枚入 10 袋）

子育てスタート応援事業
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